
土木工事積算基準に関する改定（積算基礎）
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請負工事費の工事費構成請負工事費の構成
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直接工事費の積算（歩掛）

①施工パッケージ型積算
目的物について、積算条件毎に設定された「標準単価」を選び積算単価を算出

②積上積算方式
工種毎に機労材単価を積み上げる。らに各工種の必要量を計上する。

施工パッケージと積上

直接工事費の構成
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施工パッケージ型積算
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〇計算式を入れる

出典：https://www.nilim.go.jp/lab/pbg/theme/theme2/sekop/sekopsetsumei07.pdf

（施工パッケージ型積算）



直接工事費の積算（歩掛）

③市場単価・標準単価方式
歩掛を用いず,施工単位当たりの市場での取引価格を把握し,これを直接積算に用いる方法

直接工事費の構成直接工事費の構成
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徳島県土木工事設計労務単価の構成（図-1）

労務単価に含まれない賃金・手当・経費

積算実務上の重要留意事項

※公共工事の工事費積算に正しく適用するため、賃金範囲と他費目との切り分けに十分留意して運用する必要があります。

＝ ＋ ＋ ＋

•割増賃金:時間外、休日及び深夜の労働に対する手当
•特殊作業手当:通常の作業条件・内容を超えた労働に対する手当
•諸経費:現場管理費（法定福利費事業主負担分、研修訓練費等）および一般管理費等
※例：交通誘導警備員A・B単価には警備会社必要諸経費は不含

①

基本給相当額
所定労働時間内8h

②

基準内手当
通常の作業条件手当

③

臨時の給与
賞与等 / 1日分換算

④

実物給与
食事の支給等

労務費単価（公共工事設計労務単価）の構成と留意事項

【参考】公共事業労務費調査 と 対象51職種 
公共事業労務費調査 対象となる51職種 

次年度の労務単価を決定するための賃金実態調査です。対象工
事となった場合、受注者は調査票等の正確な提出や、賃金台帳
の調製・保存など必要な協力をしなければなりません。

普通作業員、とび工、鉄筋工、運転手、交通誘導警備員など、
建設現場で主に従事する51の職種ごとに、実態に即した単
価が都道府県別に細かく設定されています。
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材料単価について
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単価地区について単価地区について
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工種区分 工事工種体系の分類

共通仮設費について１

・工種区分、工事規模（工事費）によって係数が異なる。
・施工地域による補正もある。

工種区分
工事名にとらわれることなく、
工事の内容によって選定

２種以上の工種からなる工事
「主たる工種」の工種区分を選定

「主たる工種」
直接工事費等の金額が大きい方

共通仮設費について

１１



共通仮設費について２

施工規模

工
種
区
分

単純な工事は低め、橋梁工事など複雑な工事は高めに設定

共通仮設費について２
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共通仮設費について３

施工地域による補正

共通仮設費について３

１３



共通仮設費について４ 山間僻地補正共通仮設費について４

１４
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労務費

（積算に係る調査）

諸 経 費

歩 掛

徳島県共通仕様書
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